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1. はじめに 

RFID[1]は IC タグの情報を無線で読み書きするシ

ステムで，一度に複数の IC タグを読み取れる，回り

込みがしやすい，電波干渉に強いなどの特徴を持つ

ことから，製品管理に広く用いられる．しかし，電

磁波を使う RFID には金属による干渉に弱い欠点が

あるため，金属製品に対して精度の良い IC タグの読

み取りを行えないことが一般に知られている[2]．そ

こで，本研究では，導体周りに設置した IC タグの性

能評価を課題としている．ここでは電磁界シミュレ

ータで，斜めに回転させた時の IC タグを入れた導体

円筒管について，IC タグからリーダライタに返信す

る際の電界分布を求め，上下左右に設置した時[3]と

比較調査をする． 

2. 解析対象 

導体円筒管を 3 段組み上げた時の図を図 1 に示す．

全長 1000mm，直径 45mm，内径 39mm の導体円筒管

で，先端から 150mm にある直径 125mm の黒塗りの

樹脂の表面に IC タグを貼り付けている． 

IC タグは縦 18mm，横幅 49mm で，厚さ 0.25mm の

樹脂シートに最小幅 1mm のインレットが印刷されて

いる．これらを 1 メッシュ 0.75mm とし，IC タグの

大きさを 1.5 倍，インレットの厚さを 1.5mm，樹脂シ

ートの厚さを 3.75mm にして，FDTD 法で解析する．  

 

図 1 導体円筒管を 3 本 3 段組みにした時の様子 

 

3. 解析結果 

図 1 のうち，導体円筒管に上下から挟まれた箇所

の電界強度を図 2 に，1 段目で中央と奥に挟まれた箇

所の電界強度を図 3 に示す． 

 図 2 と図 3 にて，縦軸が電界強度で，横軸が IC タ

グからリーダライタまでの距離である．0～150mm ま

でが導体円筒管に挟まれた箇所で，150～270mm が導

体円筒管より外側の箇所である．また，図中の線種

はカッコ書きの角度に対応しており，導体円筒管上

側に設置した時を 0°として時計回りに回転させた角

度を表している．導体円筒管に上下から挟まれた箇

所では，45°と 90°，270°，315°と，0°以外の挟まれた

箇所に近い角度で電界強度が強くなっていた．また，

左右から挟まれた箇所では 90°と 270°以外に設置す

ると電界強度が強くなった．導体円筒管より外側で

は距離減衰が発生するとともに，各角度の電界強度

がほぼ同じ大きさに収束する様子が確認できた．こ

れを実験でも確認できるか，現在検討を行っている． 

 

図 2 導体円筒管に上下から挟まれた箇所の電界強度 

 

図 3 導体円筒管に左右から挟まれた箇所の電界強度 
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